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【現在のサポーター数】10月 114名→111名/145.5俵（個人：108、企業/団体：3） 
【守られている棚田面積】24,250㎡（145.5俵⇒242.5a 収量 6俵/10ａとして） 
◆美しい棚田の風景と、それを守り引き継ぐ仕組みづくりを目指して、 
お米を食べて応援してくださるサポーターを募集しています。 

◆山村塾の活動は皆様からのご寄附で支えられています。 

 
 

 

今年も笠原棚田米の収穫を無事に終えることができました。猛暑に負けず、よいお米ができました。 
この 11 月から、「笠原棚田米プロジェクト」は 13 年目のお届けとなります。いつも支えてくださる

皆さんに心より感謝申し上げます。これからも“食べる人”と“作る人”が一緒になって、笠原の棚田の風景
を守り継いでいけたらと思います。どうぞよろしくお願いいたします。  

今月のお米：安達保さん・美佐子さん「ヒノヒカリ（新米）」：上村 南畑田 
今年のお米はとてもきれいにでき、よく育ったと

思います。台風が来なかったのが何よりでした。稲
穂が出る前から早めに電気柵を張ったので、イノシ
シの被害も防ぐことができました。 

7月は雨が少なく、水が足りるか心配しましたが、
山からの水のおかげでなんとか乗り切れました。う
ちの田んぼは集落の一番上にあり、山からの冷たく
きれいな水が一番に入ってきます。ありがたい場所
で米を作っているなと感じます。 
この夏は草の勢いがすごく、1 か月もたたないう

ちにまた伸びてくるので、田んぼの草刈りに追われ
ました。4 か月で 6 回は草刈りしたかな。稲刈りの
最終日には、コンバインが不調で止まってしまい焦

りました。いろいろあるものですが、なんとか終えることができてほっとしています。 
米づくりは楽な仕事ではありませんが、収穫の喜びがあるからこそ続けていけていると思います。サ

ポーターさんからの応援もとても励みになります。いつもありがとうございます。（安達保・美佐子） 

※農薬化学肥料不使用をお申込みの方には、笠原棚田米プロジェクト無農薬栽培実験田の
「ヒノヒカリ（新米）」をお届けしています。 

◆事務局より 
〇次回のお届け 次回（12/3 発送）は松本和広さんの「恵つくし（新米）」をお届け予
定です。追加注文や精米歩合の変更、配達先変更をご希望の方は、発送前月 20日までに
お知らせください。 
 

 

笠原棚田米新聞 2025年11 月号 

山村塾ホームページ 
棚田米新聞も掲載しています 

稲刈り中の安達さん夫妻（10/2） 
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